
 
  

こんにちは、神原です。 日本では４月が年度の区切り。 ３月に誕生日を迎える早生まれの知

人は、「小さい頃は周りについていくのが結構大変だった」と話していました。 幼い頃の数カ

月、ましてや１年近くの差は想像以上に大きいもの。 同級生と体格や言葉数も違えば、経験値

も違う。 時に、比較されて自信や意欲をなくしてしまう…なんてことも少なくありません。 た

だ、早生まれの人が多く活躍する分野もあります。 五輪の金メダリストやフィギュアスケート

の日本代表選手、ノーベル賞受賞者、音楽家や作家、漫画家などは早生まれが多いそうです。 研

究職や個人競技のスポーツ、文化的な分野では、コツコツと努力を続けることで才能を開花させ 

養生だより 
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ることができるのでしょうか。 一方、集団競技のスポーツでは、早生まれの子のハンディは大きいようです。 

体格が大きい４～６月生まれの子は試合に出て結果を残すことで自信を得て、努力していく意欲が続きやすい。 

しかし、褒められることが少なくなっていく早生まれはモチベ―ションが下がりやすく、才能を発揮する前に辞

めてしまうそうです。 ところで、元サッカー日本代表の内田篤人さんをご存じでしょうか？ 昨年のワールド

カップではリポーターや解説者として引っ張りだこでした。 彼は、３月２７日の早生まれです。 そんな彼の

才能に光が当たったのは、サッカーU-１６アジア大会。 この大会のメンバーは中学３年生が主体ですが、Ｆ

ＩＦＡの年齢の区切りは１月１日のため、１６歳以下に該当する高校１年の１～３月生まれも出場可能です。 

中学３年生は全国の試合を見れば、優秀な選手がわかる。 しかし、高校１年生は、試合に出ていない確率も高

い。 そこで考えられたのが「早生まれセクション」です。 全国の強豪チームの１～３月生まれの高校１年生

を対象に選考会を開き、そこでスピードとセンスを認められたのが内田さんでした。 才能ある早生まれの子を

発掘しようという、このセクションがなければ、その後の内田さんの活躍はなかったかもしれませんね。 サッ

カー強豪国のベルギーでは、低年齢の段階では生まれ月によって２期制に分けたチーム作りをして、早生まれの

子の才能を取りこぼさないようにしているそうです。 ベルギーの人口は日本の約１０分の１ですがＦＩＦＡの

ランクは常に上位。 幼い子の成長度合いへの細かな配慮が素晴らしいですね。       神原 正悟 




